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．．ははじじめめにに

 埋設管の耐力評価指標として研究開発が進

められている内面載荷法は、対象口径を中小

口径としており、実現場に適用するためには

自動化を進める必要がある。具体的には、自

走式の TV カメラに図-1に示す自動内面載荷

装置（以下、装置という）を接続し、管内か

ら荷重と変形量のデータを取得することを目

標としている。装置に関するこれまでの開発

状況は、モータトルク反力によって装置フレ

ームにねじれが生じること、またモータのト

ルク不足に伴う載荷速度の低下から適切なデ

ータが得られていないということが確認され

ている。そこで、本文では、装置の載荷機構

に関するギアモータの変更、制御方

式の修正などにより、RC 管に本装

置を適用した際の妥当性について検

討した結果を報告する。 

22．．自自動動装装置置のの改改良良とと評評価価項項目目

自動装置の仕様を表-1 に示す。改

良点は太字で示した。計測評価項目と

しては、測定データの安定性、繰り返

し計測精度、左右の変位計データおよ

びその平均値の線形性、最大載荷荷重

の確保、載荷速度の安定性などを設定

した。載荷機構のギアモータのギア比

を 900:1 から 1500:1 に変更したこと

が主たる改良である。測定は地上に設

置した呼び径 400mm の外圧 1種 RC 管、直管部 500mm の切管にて行った。 

項目 仕様 

適用口径 呼び径 4(内径 4) 

適用管種 コンクリート管、 管、塩ビ管

最最大大載載荷荷荷荷重重    
載載荷荷部部のの面面積積    □□  
載載荷荷速速度度    

変位測定分解能  
荷方向 管の鉛直方向

変位測定方向 管の水平方向 

本体の重量 
防水・防塵構造 電気系、配線などは IP67 相当 
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表-1 自動装置の仕様 

図-1 自動化した内面載荷装置の概要図
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33．．結結果果とと考考察察  

33..11  改改良良前前ににおおけけるる荷荷重重--変変形形量量のの関関係係  

 改良前の装置を用い、地上に設置したRC管

で測定した左右の変位計データを図-2 に、そ

の平均を図-3 に示す。1,000N 前後で変位計

のデータがゆがむのは、装置への載荷反力に

よる装置自体のたわみと考えられた。また、

左右の変位が正負になるのは、モータトルク

反力による装置のねじれと考えられた。この

影響で平均変位も線形性が低かった。 

33..22  改改良良後後ににおおけけるる荷荷重重--変変形形量量のの関関係係  

改良後に RC 管で測定したデータを図-4、

図-5 に示す。左右の変位も平均変位も線形性

が向上した。最大荷重も確保できた。その要

因はモータ回転数がPWM制御に適した回転数

まで向上したため、トルクと載荷速度が安定

したことによる。また、載荷ヘッドを 50mm□、

取り付け方法を工夫したことで、繰り返し測

定も安定した。装置のねじれによる左右変位

が正負になる現象は変わらなかったが、平均

変位の値より問題のないことが分かった。 

44．．ままととめめ  

内面載荷法による管剛性の自動測定装置

を改良し、その性能を確認した。測定結果は、

弾性領域内での評価では荷重-変形量の傾き

が線形性を示していた。よって装置の有効性

が確認できた。今後は実現場における測定デ

ータの蓄積と共に、機能診断図の基となる管

の劣化判断基準を作成し、管路診断に活用し

たい。 
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図-2 改良前における荷重と左右変形量の関係 

図-3 改良前における荷重と平均変形量の関係 

図-4 改良後における荷重と左右変形量の関係 
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